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経
済
が
発
展
す
る
と
女
性
の
自
立
や
出
産
の
高
齢
化
に

よ
り
出
生
率
は
下
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
発
展
が

あ
る
段
階
を
越
え
る
と
出
生
率
は
再
び
増
加
す
る
傾
向
に

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。去
年
ネ
イ
チ
ャ
ー（
英
科

学
誌
）
で
発
表
さ
れ
た
研
究
だ
が
、
そ
の
中
で
、
日
本
は
経

済
が
発
展
し
て
も
出
生
率
が
上
が
ら
な
い
例
外
的
存
在
で

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
出
生
率
が
増
加
に
転
じ
る
理
由

に
つ
い
て
、
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
発
展
に
伴
い
女
性
の
働

く
環
境
や
保
育
・
教
育
施
設
が
整
備
さ
れ
る
た
め
と
説
明

す
る
。
日
本
が
そ
う
な
ら
な
い
理
由
と
し
て
、
男
女
間
格

差
や
女
性
が
働
き
に
く
い
労
働
環
境
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

日
本
の
男
女
間
格
差
は
昔
に
比
べ
て
改
善
さ
れ
た
と
は

い
え
、
他
の
先
進
国
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
低
い
。
国
連

開
発
計
画
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
を
測
る
指
数
と
し
て
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
指
数
（
Ｇ
Ｅ
Ｍ
）
を

発
表
し
て
い
る
が
、
日
本
は
54
位
で
あ
る
（
二
〇
〇
七
年
）。

計
算
の
元
に
な
る
４
指
標
は
、
①
国
会
議
席
の
女
性
の
割

合
、
②
議
員
・
高
官
・
管
理
職
の
女
性
の
割
合
、
③
専
門

職
・
技
術
職
の
女
性
の
割
合
、
④
男
性
に
対
す
る
女
性
の

勤
労
推
定
所
得
比
率
で
あ
る
。
日
本
は
、
経
済
・
寿
命
・

教
育
の
総
合
力
を
示
す
人
間
開
発
指
数
（
Ｈ
Ｄ
Ｉ
：
国
連
）

で
は
８
位
（
二
〇
〇
七
年
）
と
い
う
高
レ
ベ
ル
に
か
か
わ

ら
ず
、女
性
進
出
に
お
い
て
は
途
上
国
よ
り
遅
れ
て
い
る
。

Ｈ
Ｄ
Ｉ
上
位
20
国
の
う
ち
Ｇ
Ｅ
Ｍ
が
30
位
以
下
の
国
は
日

本
だ
け
で
あ
る
。

　

世
界
価
値
観
調
査
（W

orld Values Survey, 2009

）
が
発

表
す
る
幸
福
度
ラ
ン
ク
を
み
る
と
、日
本
は
30
位
で
あ
り
、

先
進
国
の
中
で
最
下
位
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
北
欧
、カ
ナ
ダ
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
先
進
国

は
、
経
済
・
寿
命
・
教
育
、
女
性
進
出
、
幸
福
感
、
い
ず

れ
も
高
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
は
経
済
・
寿
命
・
教

育
は
上
位
で
あ
る
が
、女
性
進
出
は
は
る
か
に
遅
れ
、人
々

の
幸
福
感
は
そ
う
高
く
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
は
女
性
自
身
に
と
っ
て
必

要
な
だ
け
で
な
く
、
社
会
の
健
全
な
発
展
の
た
め
に
不
可

欠
で
あ
る
。
そ
れ
を
推
進
す
る
に
は
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

と
共
に
、
女
性
が
自
身
の
本
来
の
力
に
目
覚
め
る
こ
と
が

必
須
で
あ
る
。
目
覚
め
た
女
性
の
行
動
が
、
社
会
に
染
み

こ
ん
だ
従
来
の
女
性
観
を
覆
す
か
ら
で
あ
る
。
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も
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 女性のエンパワーメントと社会の発展 宮本基杖

研  究  覚  え  書  き


